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動意づく宇宙経済
～次世代の国家インフラ網構築へ～



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

⚫ 宇宙経済の市場規模は、2035年に2023年比で約3倍に
⚫ 打ち上げコストの低下が、宇宙市場の拡大を後押し
⚫ コスト低下に伴う打ち上げ数の増加により、宇宙へのアクセスが一段と容易化し、多様なビジネス機会が拡大

宇宙経済は長期的に拡大の見通し

世界：宇宙経済の市場規模の推移 米国：商業用ロケット打ち上げ回数

Statistaのデータを基に岡三証券作成
※2024年4月現在、2030年以降は予測値
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

⚫ コスト低下を背景に、「衛星コンステレーション*」の展開が加速
⚫ 衛星通信や衛星画像を中心に、通信インフラや安全保障を支える基盤として重要性が高まっている
⚫ 宇宙インフラを支える素材・部材分野への波及も期待される

人工衛星を用いた通信・防衛が宇宙経済圏の骨格に

世界：地球を周回する小型衛星の数 世界：先進宇宙用複合材の分野別市場規模予測

Statistaのデータを基に岡三証券作成 年次
※2025年1月現在
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※2022年1月現在

*中・低軌道に打ち上げた多数の小型人工衛星を連携させ、一体運用する仕組み



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

世界：宇宙関連の主な政策・規制の動向

世界各国で宇宙産業への取り組みが加速

出所：各種資料 作成：岡三証券
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主な動向と内容

2025年8月
・民間宇宙産業の規制緩和に関する大統領令に署名
2025年12月
・包括的な宇宙政策に関する大統領令に署名
2026年5月
・米連邦通信委員会（FCC）が低軌道衛星の規制を緩和

米国

2026年3月
・第15次5カ年計画で製造強国や品質強国などと並び、航空宇宙強国を新たに掲げた中国

2025年11月
・高市政権が「重点投資対象17分野」を選定。航空・宇宙がそのうちの1つに日本



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

日本では政府主導となった宇宙産業拡大へ

⚫ 2026年度宇宙関連予算は1兆円を突破。宇宙戦略基金関連を除く予算は前年度比35％増
⚫ 防衛省、総務省予算が大幅に増加。防衛・通信分野を軸とした衛星コンステレーションの構築へ
⚫ スケールアップに向け、アジア太平洋地域の友好国などを念頭に、宇宙ソリューション産業の海外展開が重要となろう

日本：宇宙関連予算の推移 日本：内閣府が試算する宇宙産業市場規模の推移

出所：内閣府 作成：岡三証券
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

出所:LSEG Workspace、会社資料 作成：岡三証券 

27/1期は会社計画の中央値 3月19日現在

プラネット・ラブズ（PL）

作成：岡三証券 5月29日現在
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注目ポイント
➢ 衛星画像と地理空間ソリューションのプロバイダー
➢ 地政学リスクの高まりを背景に、商用衛星画像サービスの需要が拡大
➢ 会社側は、宇宙とAIを融合させた唯一無二の企業であると、将来性に自信を示している
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

出所：会社資料 作成：岡三証券

アマゾン・ドット・コム（AMZN）

作成：岡三証券 5月29日現在
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注目ポイント
➢ AI半導体開発にも注力するEC・クラウド大手
➢ 衛星通信サービス「アマゾンレオ」の本格的な商用展開が視野に
➢ 2026年4月にはモバイル衛星通信サービスを手掛ける米グローバルスター社の買収を発表（2027年完了予定）
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

出所：会社資料 作成：岡三証券

ディーア（DE）

作成：岡三証券 5月29日現在
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注目ポイント
➢ 世界最大級の農業機械メーカー。近年はAIなどを活用した農機の自律化に注力
➢ 2024年からスペースXのStarlinkと提携し、農地向け衛星通信サービス「JDLink Boost」を展開
➢ 将来的にはAIエージェントの活用による自律運転や作業最適化など、高付加価値サービスの拡大に期待

▼事業別売上高構成比（25/10期） ▼株価チャート（週足）
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

出所：会社資料 作成：岡三証券
※29/3期（目標）は会社計画、3月25日現在

▼炭素繊維複合材量セグメントの推移 ▼株価チャート（週足）

東 レ（3402 ﾌﾟﾗｲﾑ）

注目ポイント
➢ 「軽くて強い」炭素繊維で世界トップシェア。宇宙飛行向け先端素材の開発・製造における多くの実績を持つ
➢ 近年は航空、宇宙・防衛などのコア成長分野に注力。宇宙産業向けでは軽量・高機能材料を手掛ける
➢ 炭素繊維複合材料セグメントの29/3期事業利益は470億円（26/3期は176億円）を目指す

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月29日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

出所：会社資料 作成：岡三証券
※31/3期（目標）は会社計画、5月29日現在

▼ディフェンス＆スペース関連事業の推移 ▼株価チャート（週足）

三菱電機（6503 ﾌﾟﾗｲﾑ）

注目ポイント
➢ 総合電機大手。近年は「データセンター」、「エネルギー」、「防衛」、「フィジカルAI」など、材料が豊富
➢ 宇宙領域では、通信・観測など様々な人工衛星の製造に加え、衛星データを活用したソリューションを展開する
➢ 31/3期を最終年度とする新中計では防衛・宇宙関連の「ディフェンス＆スペース」を含む3領域の事業強化に注力

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月29日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

▼セグメント別純利益の推移 ▼株価チャート（週足）

スカパーJSAT（9412 ﾌﾟﾗｲﾑ）

注目ポイント
➢ 日本で唯一&アジアNo.1規模の静止軌道通信衛星インフラを保有。現在17機を保有する
➢ 27/3期会社計画は、前期比11％営業増益へ。安全保障領域の成長が業績を牽引する見通し
➢ スペースインテリジェンスの成長に注力。31/3期純利益は350億円以上（26/3期は233億円）を目指す

出所：会社資料 作成：岡三証券
※27/3期（予）、31/3期（目標）は会社計画、4月28日現在

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月29日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

主な人工衛星・ロケット打ち上げ関連銘柄

出所：各種資料 作成：岡三証券
※すべて岡三証券取り扱い銘柄
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コード 名称 主な宇宙関連事業

日本株 6507 シンフォニア 航空機用電源システムや宇宙ロケット用電装品など

6674 GSユアサ 高性能宇宙用リチウムイオン電池など

6701 NEC 衛星システム、光通信システム、宇宙ソリューションなど

7011 三菱重工業 基幹ロケット「H3」の開発やロケットエンジンなど

APH アンフェノール A 宇宙の極限状態に耐えうるコネクタなど

FLY ファイアフライ・エアロスペース ロケットや宇宙船ソリューションの設計、開発など

RKLB ロケット・ラブ 小型ロケット「Electron」による打ち上げサービスなど

STM STマイクロエレクトロニクス　ADR 無線周波数アンテナチップなど

VOYG ボイジャー・テクノロジーズ　Ａ 宇宙インフラ、先進宇宙技術、ミッションサービスなど

外国株



重要な注意事項

免責事項
・本レポートは、投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成されたものであり、個々の投資家の特定の投資目的、または要望を考慮しているものではありません。また、本レポート中の記載
内容、数値、図表等は、本レポート作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本レポートに記載されたいかなる内容も、将来の投資収益を示唆あるいは保証するもの
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【手数料およびリスクについての重要な注意事項】
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・金融商品にはリスク（元本損失を生じるおそれ）があります。
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